
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十

分
な
人
を
保
護
し
、
支
援
す
る
の
が「
成

年
後
見
制
度
」で
す
。

　
東
郷
町
で
は
希
望
者
を
対
象
に
、
必

要
な
知
識
や
技
術
、
社
会
規
範
や
倫
理

性
な
ど
を
伝
え
る
「
市
民
後
見
人
養
成

研
修
」
を
開
催
。修
了
者
は
市
民
後
見

人
バ
ン
ク
に
登
録
後
、
家
庭
裁
判
所
か

ら
の
選
任
を
受
け
て
、
活
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
市
民
後
見
人
の
役
割
は
、同
じ
地
域
に

暮
ら
す
住
人
と
し
て
、本
人
の
思
い
を
尊

重
し
同
じ
目
線
で
考
え
ら
れ
る
、寄
り
添

い
型
の
支
援
を
体
現
す
る
こ
と
で
す
。市

民
後
見
人
の
存
在
に
よ
っ
て
、本
人
が
安

心
し
て
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、ま

た
活
動
す
る
人
も
社
会
参
加
の
機
会
を

得
て
輝
き
を
増
す
な
ど
、助
け
合
い
の
心

が
育
ま
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
く
こ
と

に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
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あなたも地域福祉の担い手になれるかも！ 

市民後見人の
活動を知ろう

今月の
HOT
NEWS

「成年後見制度」を支援する「市民後見人」をご存知ですか? 
昨年まで東郷町の市民後見人バンクの登録者数は2人、そのうち受任者数は1人でしたが、

今年、5期生となる市民後見人が6人登録されました。
そこで今号では市民後見人の役割をお伝えします。

　「
市
民
後
見
人
」と
は
、弁
護
士
や
司
法

書
士
な
ど
の
資
格
を
持
た
な
い
、親
族
以

外
の
市
民
に
よ
る
成
年
後
見
人
な
ど
で
、

市
町
村
の
支
援
を
受
け
て
、後
見
業
務
を

適
正
に
担
い
ま
す
。

　
主
な
業
務
は
、ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と

に
不
安
の
あ
る
人
の
金
銭
管
理
、
介
護
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
の
支
援
な

ど
で
す
。認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
人
は
、自
分
で
預
貯
金
な
ど
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結
ぶ
の

が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
自

分
に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も
、正
し

く
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を
結
ん
で
し

ま
い
、被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

本
人
に
寄
り
添
い

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る

市民後見人の活動を支える「尾張東部権利擁護支援センター」は、判断能
力が不十分な認知症の高齢者、知的障がい・精神障がいがある人の財産
や権利を守るために、尾張東部地区の5市1町（東郷町・瀬戸市・尾張旭
市・豊明市・日進市・長久手市）から委託を受けて運営されています。5市1
町においては、「尾張東部権利擁護支援センター」が市民後見人を養成す
る研修を行っています。

成 年 後 見 制 度 と は …

　認知症や知的障がい、精神障がいな
どで判断能力が不十分な人を保護・支
援するために、法的な権限を与えられ
た成年後見人などが本人の意思を尊
重しながら生活状況や身体状況など
を考慮して、本人の生活や財産を守る
制度です。
　成年後見制度には、「法定後見制度」
と「任意後見制度」があります。法定後
見制度は民法によって後見・保佐・補
助の類型が定められています。

「法定後見制度」
すでに判断能力が低下している場合に
利用する。

「任意後見制度」
判断能力があるうちに将来に備えて契
約を結んでおく。

「尾張東部権利擁護支援センター」とは…
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問い合わせ 高齢者支援課  ☎0561-56-0753

形のない豊かなものが得られる
人としてやりがいあるボランティア

　
福
祉
関
係
の
仕
事
を
続
け
な
が
ら
、市

民
後
見
人
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
の
は
、

「
仕
事
の
経
験
を
活
か
し
て
、
地
域
の
中

で
も
自
分
の
役
割
や
居
場
所
を
見
つ
け

た
い
」
と
考
え
た
か
ら
で
す
。7
か
月
間

の
養
成
研
修
で
は
、自
分
の
た
め
に
な
る

反
面
、
内
容
が
進
む
と
難
し
く「
自
分
に

務
ま
る
の
か
な
」と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。２
０
１
７
年
３
月
か
ら
２
０
２
０

年
８
月
ま
で
、認
知
症
男
性
Ａ
さ
ん
の
市

民
後
見
人
を
受
任
し
、亡
く
な
る
ま
で
３

年
５
か
月
間
を
担
当
し
ま
し
た
。Ａ
さ
ん

の
ご
親
族
は
遠
方
に
お
住
ま
い

で
「
急
に
呼
ば
れ
た
ら
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
」な
ど
の
不
安
を
私

は
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
困
っ

た
こ
と
は
尾
張
東
部
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
相

談
す
れ
ば
力
に
な
っ
て
く
れ
る

市民後見人を経験して得たもの東郷町の
市民後見人をご紹介！

東郷町の市民後見人バンクに登録されて
いる、5人のプロフィールをご紹介します。

令和6年度 第1回 市民後見推進交流会
聴く力を育もう

と
知
っ
て
、市
民
後
見
人
の
受
任
を
決
断

し
ま
し
た
。

　
受
任
後
は
、Ａ
さ
ん
の
日
常
を
知
る
た

め
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
週
1
回

通
い
ま
し
た
。Ａ
さ
ん
は
と
て
も
明
る
く

て
楽
し
い
方
で
、一
緒
に
い
る
時
は
た
く

さ
ん
笑
い
合
い
ま
し
た
。市
民
後
見
人
は

や
り
が
い
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と

思
い
ま
す
。報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
形

の
な
い
豊
か
な
も
の
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。Ａ
さ
ん
が
人
生
を
ま
っ
と
う

さ
れ
る
ま
で
見
届
け
ら
れ
た
こ
と
で
、

「
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」
と
自
身
を
見
つ

め
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。い

つ
か
自
分
も
地
域
の
方
に
支
え
て
も
ら

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。市
民
後
見
人
は
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
同
じ
地
域
の
住

民
を
支
え
ら
れ
る
、共
助
の
仕
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。

第3期はコロナ禍だったため、
研修が延期になり、モチベー
ションの持続が大変でした。市
民後見人として、アンコンシャ
ス・バイアス（無意識の偏った
ものの見方）に陥らないよう、
被後見人の権利の擁護と財産
の管理を心掛けます。

元会社員3期
半田清春さん

尾張東部権利擁護支援セン
ターの方をはじめ、被後見人
の周辺の方からご指導やご助
言いただきながら、被後見人
とコミュニケーションを十分
にとり、被後見人が毎日楽し
く生活を送ることができるよ
うにサポートしていきたいと
思います。

元小中学校教員5期
柘植昌司さん

長年関わってきた公益法人の
役員を定年制で辞し、認知症
カフェやTOGOまちかど体操
教室のお手伝いをさせていた
だいています。どのようなお困
りをお持ちの方であっても、そ
の方の気持ちや立場を真摯に
捉え、最善となるようサポート
したいです。

元内閣府認定公益法人役員5期
大脇典子さん

約10年前から市民後見人制
度を知っており、養成研修を
受講しました。意思決定支援
の研修時に、本人の意思をく
み取って対応することが難し
く感じられました。自分が市民
後見人の役割にやりがいを感
じられるよう、前向きに取り組
んでいきます。

元町議会議員5期
山口洋子さん

最近、医療と介護の現場を体
感する機会があり、改めて後
見人の必要性を感じました。ま
ずは、東郷町にこの市民後見
人制度があることを広く皆さ
んに知ってもらい、いざとなっ
た時の解決策の一つとして、
安心して選んでもらえるよう
になりたいです。

元町議会議員5期
石井ゆみさん

●市民後見人になるには…

「尾張東部権利擁護支援センター」
での事前説明会と研修会に参加

選考を経て、市民後見
人バンクに登録

家庭裁判所から
の選任

1Step 2Step 3Step

市民後見人バンク登録者
橋野玲子さん（写真左）

告知

日 時 10月24日　   13：30～16：30
場 所 日進市民会館 小ホール
内 容

申込

第1部 講演「傾聴に求められるもの

尾張東部権利擁護支援センターに電話（0561-75-5008）、
または右の二次元コードよりお申し込みください。

第2部 市民後見活動紹介 第3部 座談会
講師／水野敏子氏（看護師）

～意識せず醸し出す全てから伝わる、瞬間の大切さ」

木


